
第56回 中小企業問題全国研究集会 in 岩手
3月5日（木）～6日（金）に第56回 中小企業問題全国研究集会 in 岩手

が盛岡市で開催されました。「世界ぜんたいが幸せにならなければ、個人
の幸せはありえない」をテーマに、全国から1,000名の経営者が参加し、
兵庫からは46名が参加しました。
初日は、「経営者の責任」「継続して賃上げできる企業づくり」「平和問題」

など見学分科会を含め14の分科会が行われ、活発なグループ討論を通して
学びを深めました。終了後の懇親会では地元の料理やビールが振る舞われ
ました。岩手のさんさ踊りの披露やわんこそば大会も行われ、大いに盛り
上がりました。
二日目はまず記念講演として、山下欽也氏（岩泉ホールディングス株式

会社 代表取締役社長）から「森林面積93％ 山あいに囲まれた中山間地域から起こした奇跡」のテーマで、地域で根ざす中小企業
の経営者としての覚悟と取り組みについてお話しいただきました。その後は特別企画として岩手同友会会員3名による「東日本大
震災から15年」をテーマとしたパネルディスカッションも行われました。
次回は2027年2月18日（木）～ 19日（金）に岡山県で開催されます。来年も兵庫から多くの会員さんにご参加いただき、全国

の仲間と学びを深めあいましょう。

第１分科会　「環境の激変が経営者を磨き理念が進化する」  田中 信吾氏（兵庫）
私は2017年に同友会に入会し岩手の地で初めて田中信吾さんの報告を拝聴致しました。
報告冒頭で自身を「暴走老人」とお話しになられていましたが、45年間にわたる同友会での
活動とこれまでの経営者人生の中で阪神淡路大震災やバブル崩壊による金融危機、リーマン
ショックによる売上の激減など、すさまじい困難に直面しました。しかし、絶対に会社を潰さ
ない、という強い覚悟をもって向き合われてきた歴史と挑戦からくる哲学を感じることが出来
ました。
特に印象にのこったのは「良い会社の前に強い会社を作れ」というメッセージです。
この言葉の中には多くの困難に直面しながらも会社と社員を守り抜いてきた田中さんの経営
者人生が導き出した経営哲学がギュッと凝縮されているように感じました。
また、綺麗事だけでは社員の生活を守れないという当たり前の事実を改めて突きつけられた
ような気持ちになり気が引き締まる思いになりました。
また、自社の社員のあるべき姿について語られていた部分では近年の「社員満足度」という
言葉に潜む危うさを指摘する話にとても深い共感を覚えました。田中さんの会社では表面的な制度の充実や短期的な社員
のモチベーションUPや満足感に目を向けるのではなく、社員自らが夢を持って生き抜く力を身に着けさせることを重視
しているという話がありました。
最後には「昭和で何が悪い！！」という強烈なメッセージで締めくくった田中さんの報告からは「暴走老人」ではなく親
が子を想うような、厳しくも深い愛情が滲み出ていたようにも感じ人としての器の違いを痛感しました。
終始穏やかな語り口調の中にも多くの学びと気づきを頂ける分科会となりました。
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■事業内容および企業の沿革
先代である父が個人商店として創業した「光電機商会」

が同社の原点です。幼少期から父の働く背中を見て育ち、
技術と活気あふれる職人の世界に憧れて同業の道へ。
他社での修行を経て父と共に歩み、法人化して現在は15
期目を迎えます。地元の工務店案件から、近年では公共
工事やホテルやスーパー、ドラッグストア等の大型案件や
SNSを通じた直販案件まで幅広く手掛け、確かな技術力
で地域の暮らしを支え続けています。

■経営理念（経営指針）の成文化について
いつ頃・どのようなきっかけ（勉強方法や経緯）で作成しましたか？
同友会への入会を機に指針書の必要性を感じていまし

たが、最初の挑戦はコロナ禍と重なり、オンラインでの策
定に。納得のいくものができず「ペラペラの指針書」に
終わった悔しさが原動力となりました。その後、社員が増
え、会社をより強く大きくしたいという決意が固まったこと
で再挑戦を決意。自分の想いを言葉にし、組織として一
丸となるための「生きた指針書」を改めて構築することを
目指しました。
その中での出来事について（社内での出来事・社員の変化など）
以前は現場主義で「数字」に疎く、材料費高騰の波に

飲まれて赤字を経験したこともありました。しかし、指針
書作成を通じて現状を直視し、全社員で赤字の原因を徹
底的に分析。不採算案件の整理や、これまで避けてきた
頭を下げての営業活動など、代表自ら意識を変えました。
その結果、大型案件や公共事業の受注が相次ぎ、現在
は朝から晩まで現場が動く活気を取り戻し、黒字化への
確かな手応えを感じています。

■経営理念について
経営理念への想い
同社の理念体系は、三つの柱で構成されています。ま

ず目的理念として「技術と誠意で、暮らしに安心と感動
を届ける」を掲げ、単なる作業ではない価値の提供を追
求。行動理念には「お客様ファースト。電気の困りごと
には即対応」を据え、地域の方々の「困った」に真っ先に
駆けつける機動力を大切にしています。さらに福祉・社会
理念として「社員とその家族、地域の人々が笑顔で幸せ
に暮らせる会社へ」と定めており、技術の研鑽が巡り巡っ
て身近な人々の幸せに繋がる組織づくりを何よりの喜びと
しています。
これからの夢・抱負
5年後の売上目標10億円を掲げ、20～30名規模の
「強い組織」へと進化を遂げる過渡期にあります。自身
の父が築いた基盤を受け継ぎつつ、最新の道具や技術
への投資を惜しまず、社員全員がプロとして誇りを持てる
環境を整えていきたい。数字の達成はあくまで通過点。
その先にある「社員とその家族が笑顔で過ごせる未来」
を見据え、地域から「光電気工事に任せれば安心だ」と
愛され続ける100年企業を目指して、情熱を持って突き
進みます。

金光 一雄（神戸中央支部）VOL.237

●目的理念：私たちの使命
技術と誠意で、暮らしに安心と感動を届ける

●行動理念：私たちの姿勢
お客様ファースト。電気の困りごとには即対応

●福祉・社会理念：私たちの願い
社員とその家族、地域の人々が笑顔で幸せに暮らせる会社へ
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